＃４回企画運営Ｇ会議資料（＝８/21運営委員会資料）

Ｈ・18年8月16日

修正８月１８日

各検討テーマについてなにを、どう検討するかを下記する。（予め８月３１日に配布）

テーマと検討すべき内容、趣旨

０、みどりとゴミ問題でのケーススタデイ（なぜ自治基本条例は必要か）  別紙詳細

1、 市民と市の運営のルール（市民と鎌倉市＝自治体との関係）
１）住んでいるこのまち鎌倉市のなりたちをまず考える。

ポイント（Ｐ）：市の大きさ、市をかたちづくっている地域や人や組織をしること

２）主権者、主体者である市民または住民について考える。次いで関連する身近な町内会・自治会、ＮＰＯ，役所（行政）との関係をみる

Ｐ：市民と住民の違いや範囲を明らかにし、市民としての権利や義務をどのように持つべきかを考え、条例上の位置付けを明確にする。

３）市民は市長＝行政や議会になにを委ねているか、どのように市は運営されているか

Ｐ：お任せ民主主義になっていないか、市民が市の運営にどう参加しているかを検討する

４）県や国との関係（場合により世界との関係）も見ておく

ポイント：鎌倉市独自での自治はなりたたない。相互の関係のなかで自治は行われる。分権と自治の意味も理解できる。

2、 市民と行政（市長）と議会（議員）の関係、役割、責務

１）それぞれの関係をどのように定めているかをしること

Ｐ：憲法、地方自治法から市長（行政）と議会に市政を任せる間接民主主義の自治方式がとられていることを学ぶが、これが真に機能しているかどうかを検討する。住民が市政に直接参加する場面も規定されているがあわせて検討する

２）行政の役割任務、について考える

Ｐ：市民の期待通りのしごとをしているか、否とすれば何が原因か、またどうあるべきか

３）市長の役割任務について考える

Ｐ：市民の信託に応えているか、問題があるとすれば何がそしてどこにあるか、どうあるべきか

3、 市民と議会（議員）

１）議会（議員）の役割任務について考える

Ｐ：市民の信託に応えているか、どこに問題があるか、どうあるべきか

2） 市民が直接市政に参加できる権利として認められている請願、陳情、要望、監査請求、住民投票について考える

Ｐ：直接民主制は機能しているか、充分といえるか、どうあるべきか

4、 市政への参加、参画、協働

１）行政経営（Ｐ－Ｄ－Ｃ－Ａ）はどのような仕組みで行われているか。

Ｐ：参加、参画、協働の場面をしること、および参加、参画、協働の意味をかんがえること

２）鎌倉市の行政サービスや事業の範囲内容について

Ｐ：市民の多様なニーズや財政的課題もあり実効性に乏しい政策やサービスとなっていないかを俯瞰することで参加、参画、協働の意義を考える。

３）市民は市政運営に参加するにも市政の実態状況をまずしることからはじまる。市長（行政）や議会（議員）に信託して市政を委ねているがその活動状況や結果をきちんと知ることができているか

Ｐ：情報公開制度もあるが情報の共有は十分か、どうあるべきか、あわせて行政評価についても考える

４）公共、公的なサービスや事業の意味を考える

Ｐ：市場中心主義や自前主義など民営化が喧伝されるが全てを民営化することがよいとはいえない。なにをもって公的サービス、公共サービスとするか、公と私の関係を考える。

５）現在の市民参画場面について

Ｐ：各種の審議会、委員会が市政運営のなかで存在しているが市民本位に機能しているといえるかを議論する

5、 自治基本条例の原則、位置付け

１）市民憲章、各種基本条例が存在するが自治基本条例とどう関係付けるかを検討する

Ｐ：自治基本条例の最高規範性、全ての条例の拠り所となる可能性をさぐる

２）基本構想、基本計画が定められているがこれらと自治基本条例の関連を明確にする

Ｐ：政策である基本計画がきちんとできていれば自治基本条例はいらないといった議論もあるがその違いを確認する

3） 鎌倉市の政策で優先的に実現すべきことを自治基本条例との関係で考える

Ｐ：依拠すべき規範性のルールを生かして、優先的に実現すべき政策課題にとりこむことをかんがえるとともに自治基本条例策定活動の次なるステップにつなげる

4） 国や県などとの関係で鎌倉市の独立性が主張できる根拠となる独自法解釈、立法問題について

Ｐ：実効性のうすい条例に罰則、課税などのルールをもりこむ条例にするためには

5） 改正手続きをおりこむことについて

Ｐ：自治基本条例は不磨の大典ではなく時代や状況変化で見直しが必要であり、その手続きを予め考えておく

6、 鎌倉市が目指すもの、理念、目標
１）鎌倉市民が目指すものはなにかを整理する

Ｐ：抽象的だが「鎌倉らしさ」や財政自立、みどりとまちづくり、地域コミュニテイの確立などすでに多くの期待や目標があげられている。これら理念的なものを自治基本条例の前文や目的等におりこむため、まとめとして議論してみる。

２）５項の鎌倉市民憲章との関係にもふりかえって
第1期策定作業の進め方

１ 第１期は自治基本条例に盛り込む項目、内容のあぶり出しが目的で毎回必ずしも一致した結論がでなくてもよい。したがって充分意見をだし合う時間をとることを大切にして班別検討結果のまとめは毎回は全体ではやらない。

まとめ作業は中間の２回目あたり（市民フォーラムとの関連）でおこない策定作業部会全体の場で報告、議論する。ただし検討のプロセスを見ながら弾力的に考える

２ 策定作業部会後次回部会の間に策定作業部委員会（班長会議）を開催し、前回作業を概括し発言記録をまとめあわせて次回検討の進め方の準備をする。概括内容や発言記録、次回資料などは次回部会前に配布する（関連：下記項目６）。

３ 各テーマで議論が不足した場合は時間延長、または検討回数を増やすなど考慮する。全サブ項目が検討できるに越したことはないができたところまででも良しとする。

４ 検討を進めるなかで新たに議論すべきテーマが出てきたときは検討のうえ必要性が高けれ追加する（各回の検討時間不足は考えられるが新たなテーマについては想定できない）。

また重複して検討する項目もでてくるものとおもわれる。角度を変えたみかたでの議論ができればよいと考える。

５ 各回の班別検討は次のステップですすめる

― 班別検討に入る前に全員への共通イントロ：当該テーマの検討趣旨内容（前頁）を準備資料とあわせて簡略に説明してから班討議に入る

1 各テーマに関する現状、実態をしること。予め準備された関連資料や各人の学習研鑚でえられた基礎的知識をベースに、各人の有する経験、知識などをだしあい話し合うことで議論をやりやすくする。知識や経験の個人的持ち合わせの差はあっても多面的な意見がでればよしとする。

2 問題点や課題点が挙げられると思うがあわせてその原因、理由をみんなで議論する

3 最後にどうあるべきか、どうしたらよいか、自治基本条例に盛り込む内容、項目を検討する。ただし、場合によってはいきなりあるべき姿、ありたい事柄の議論に入ることもあるかもしれない。

６ 予め準備する資料は各テーマに関するすべてを網羅することは難しく、下記のようなものを準備することで検討内容をふかめ効率をたかめる。

①関連する主なる条例または条例文（鎌倉市、その他）、法令または法例文

②テーマを議論するに役立ちそうな鎌倉市の実態状況を示すデータ

③テーマに関するキーワードのなかで説明できる資料。  Ex.参加、参画、協働の意味を整理したもの、各種組織図、委員会や審議会のリストなど

資料の収集、取得、作成にあたっては関係者の協力を求める。なお資料は可能な限り事前に配布する。

７ 策定作業委員会は上記一連の作業を行いながら策定作業行部会活動のマネジメントに当たる。

以上

＃４運営企画Ｇ（拡大）での議事、結論（平成１８年８月１６日）

1、 検討テーマ関連

ケーススタデイの進め方もふくめ別紙（「みどりとゴミ問題」、「テーマと検討すべき内容趣旨」、「第１期作業の進め方」）のとおり

2、 組織関連

1） 部会名称について

策定部会、策定作業部会とでてくるがこれまでの経緯から以後「策定作業部会」で統一する。但し作業とあるが策定に関する作業で単なるワーキングではない。下記３）との関連

2） 策定作業部会の班長および策定作業部会委員会（＝班長会、以下部会委員会と称する）等について

―班長の選任：各班で班長、副を各１名、自薦または他薦で、８月３１日全体会または９月第３回策定部会で選任する

―班長の役割、任務：  班長は班の取りまとめおよび委員会委員の役

―策定作業部会委員会＝班会議：  班長（副）＝委員で構成し、条例策定作業に関する企画、実施および部会の運営業務にあたる。ただし、策定支援固有の業務（ＰＩ部会）、策定作業以外の会全体に関わる業務（運営委員会）を除く。   前回配布「市民会議の体制、組織関連図」参照
―策定作業部会を代表する策定部会長は委員長が兼務する

3） 運営委員会の企画運営Ｇおよび策定作業部会の委員会（部会委員会）との関係

とりあえず運営員会に運営企画Ｇは残し、しばらく策定作業部会委員会の動きをみながら進めるということにした。自治基本条例をつくるという目的は同じであるから協力、相互応援は必要との点では一致。

とりあえずの事由：

「両者の機能は略同一のものである」との認識理解の一致はみられず。その根底には運営委員会と策定作業部会との関係、役割機能についての見解の違いがあり。この溝は埋まらないままの見切り発車。

4） 第２期作業の進め方について

上述体制組織については第１期かぎりものであるという言う意見があったが第２期の議論はなされてなく全てこれからのものである。

5） その他急ぎきめておくべきこと

1 班、班長、班長会議の名称    

2 全体会と策定作業部会が全体で議する場との整理。議事進行の主体者に関わる問題。

3 一期策定作業の日程、会場とり（優先）

６）当Ｇでの検討事項：第３回運営企画Ｇでの検討すべき事項中残された事項    引き続き

以上

